
 

  



 

  



 

  



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウィルス 細菌 

大きさ 約 20～970ｎｍ 

（ｎm＝1ｍｍの 100 万分の１） 

約 0.5～5μｍ 

（１μｍ＝1ｍｍの 1000 分の１） 

構造 遺伝子とその周りのたんぱく質だ

けの粒子 

強固は細胞壁に包まれた細胞 

ヒトへの感染 単独では増殖できないため、生き

ている細胞の中に侵入し増殖する 

 

感染した生物からから栄養をもらっ

て自分の力で増殖する 

主な病原体 ノロウィルス、ロタウィルス、   

インフルエンザウィルス、肝炎ウ

ィルス、HIV など 

ブドウ球菌。大腸菌、サルモネラ菌、

赤痢菌、結核菌、コレラ菌 

主な感染症 感染性胃腸炎、インフルエンザか

ぜ症候群、肝炎、エイズなど 

感染性胃腸炎、腸管出血性大腸菌感染

症、結核など 

治療 ウィルスは細胞膜がなくヒトの細

胞に寄生しているため、治療薬は

少ししかなく、開発段階のものが

多い 

細菌の細胞に作用、あるいは増殖を抑

制する抗菌薬が有効な治療薬 

 

 

 

 

ウィルスと言えば、これから流行する、インフルエンザウィルス、ロタウィルス、ノロウィルス・・・。

目に見えない小さなものですが、感染すれば時として死に至ることもある恐ろしい生物。夏場に流行す

る細菌性の食中毒とは違い、ウィルス性食中毒は冬場に流行するなど、ウィルスの生態は不明なところ

が多いですが、ウィルス自身は呼吸もしないしエネルギーを作ることもありません。生きた細胞の中で

細胞の色々な装置を利用してのみ自分自身を増やすことができる不思議な生物です。 

ウィルスと細菌は実は違います。一見すると、ウィルスも細菌もヒトに感染して困らせる点では同じよう

に見えますが、その仕組みは大きく違います。 

ウィルスと細菌は違う 

ウィルスは細菌の 

約 100 分の１ 

http://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a6%e3%82%a4%e3%83%ab%e3%82%b9%e3%80%80%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detail&id=DC22D2F3FF4D93D164DC074D3A9CD5DBECB31245&qpvt=%e3%82%a6%e3%82%a4%e3%83%ab%e3%82%b9%e3%80%80%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88
http://photos3.fotosearch.com/bthumb/CSP/CSP200/k2008497.jpg


 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

何故インフルエンザウィルス

は冬に流行するの？ 

冬は気温が低下し、空気が乾燥するためにインフルエンザにとって感染拡大を狙うチャンスという

ことになります。さらに、気温が低下し寒くなると疲労がたまりやすくなり、身体をあまり動かさ

なくなってしまいがちです。そのように万全の健康状態がくずされることで免疫力が低下し、簡単

にウィルスの新入を許してしまいます。 

インフルエンザ、ノロウィ

ルスを失活させるには？ 

インフルエンザウィルスは消毒用アルコールで容易に失活しますが、ノロウィルスはア

ルコールでは感染性を失わせることができません。ノロウィルスはわずか 10 個でも感

染するほどなので、次亜塩素酸で完全に失活させる必要があります。 

日頃からできる衛生管理です 

感染症に対する基本的な対策としては、身の回りを清潔に保つことや、免疫力を低下

させないことが大切です。私たちの体は感染症を起こす病原体に対して、免疫の働き

によって感染を防御したり、症状を治したりしています。 

十分な

睡眠 

バランス

のとれた

食事 

適度な

運動 

規則正 

しい生活 

うがい 

手洗い 

温度湿度

の管理 

部屋の 

換気 

マスクの

使用 

免疫力を高めるために 日常のくらし 

このように感染症を防ぐためには、一人ひとりが予防するしかありません。しかし、現実

には無防備な人も結構多いと思います。ウィルスは肉眼では見えないので、ついその存在

を忘れてしまいがちですが、予防法を実行することによって、吸い込んだりする量が確実

に減らせます。そうすると、もし感染したとしても症状は軽くなると考えられます。 

ですので、自分のできる範囲での予防を実行するようにしましょう。 

ウィルスに負けない 

ためには？ 

http://www.bing.com/images/search?q=%e7%9d%a1%e7%9c%a0%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detail&id=0D35CB32344C599CCF9B2FE9CA823AE63A0050B4&first=36
http://teru2007.img.jugem.jp/20090517_634049.jpg
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=26573&sw=%E3%82%AF%E3%83%AC%E3%83%A8%E3%83%B3%E6%89%8B%E6%B4%97%E3%81%84
http://www.bing.com/images/search?q=%e3%81%b2%e3%82%88%e3%81%93+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detail&id=46E1922FF8CD6E67B1EF1AE296A720F49A1A2453&first=40


            

編集後記 

12 月になりました。本格的に寒くなり、街はイルミネーションなどクリスマスムード一色ですね。

今年の年末年始は、長いと 10 連休の方もいるそうです。そんなに長い休みができたら・・・今ち

ょうど日本とは間逆の季節のあたたかい南半球に行きたい＞＜ 

そんな南半球にあるオーストラリアのメルボルンという都市は世界一住みやすい都市としても有

名みたいですよ。ちなみに日本では 12 位に大阪が入りアジアの都市では最高位のようです。今年

も残すところあとわずか･･･。皆様良いお年をお過ごしください。（橙） 

 



 

 

 

 

 

 


